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小スケール静電スパーク感度テスター ESD 2008A 

 
エネルギー物質の静電発火エネルギーをワイドレンジ (25μJ から 25J まで)で、高精度に測定するために設計 

各種カテゴリの試料の高感度測定用に２モードでの試験方法―オシレーティングとダンピング 

各種試験規格の要請に基づきデザインされた、スパークギャップ部品 

 

用途 
静電放電はもっとも多い反面特定も難しい、エネルギー

物質の事故爆発の原因です。 
静電放電(スパーク)感度は運用上極めて重要なパラメー

ターです。小スケール静電スパーク感度テストでは試験

サンプルを発火に至らすエネルギーの総量を評価します

。このテスト法は爆発物製造時の品質管理や新製品の特

性値調査と品質保証、運用中爆発物の監視、研究・開発

そのほか各種試験システムに利用できます。 
 
特長 
• 爆発試料に注入されたスパークエネルギー総量・吸

収されたエネルギーの部分量の高精度な測定を可能

にします。 
• 透明爆燃火薬、推進薬、花火用火薬に加え、静電放

電点火用起爆薬の感度測定に 
• スパークギャップを変えて測定を行うことのできる

2 つの自動操作試験台 
  >>1 つめの試験台は固定距離電極用 
    >>2 つ目の試験台は接近アノード用 
• より多量の爆薬試料用をテストするための外部部品

を用意 
• 爆発試料の持つ、衝撃派と火花式発火の熱メカニズ

ムに対する感受性に基づく２つのテストモード 
• ガス状分解物の単純収集・解析のための密閉保護キ

ャップ 
 
下記試験標準に準拠した設計 
・ EN13938-2 Explosives for civil uses – Propellants 

and rocket propellants –Part2:Determination of 
resistance to electrostatic energy 
(民生用爆発物-ロケット等推進剤-Part2:静電エネル

ギー耐性の評価) 
・ EN13763-13 Explosives for civil uses – Detonators 

and relays – Determination of resistance of electric 
detonators against electrostatic discharge 
(民生用爆発物-起爆装置とリレー-電気起爆装置の静

電放電に対する耐性の評価) 
・ STANAG 4490 
・ MIL-STD-1751A Methods 1031,1032&1033 

 
 
 



 
 
 

ラージスケール静電放電感度テスター ESD LS30-MIL 

 
 
爆轟爆薬、推進薬、弾薬エレメントや電子デバイスの静電放電への感度を０～３０kV、０～１J のレンジで測定 

２モードの試験方法―オシレーティングとダンピング  /  単発または複数回の放電が可能 

交換式のキャパシタとレジスタセット  /  広範囲のタイプと重量(数キログラムまで)の試料をテスト可能 
 

 
用途 
静電放電感度は爆発物の製造・運搬・運用上極めて重

要なパラメーターです。このテスト法は爆発物製造時

の品質管理や、新製品の特性値調査と品質保証、運用

中爆発物の監視、研究・開発、そのほか各種試験シス

テムに利用できます。 
 
特長 
• ２つの基本テストモードで測定可能 

>>広範囲の対静電放電感度測定 
>>爆発物・弾薬もしくは電子エレメントの、人体

からの放電に対する耐性のテストに 
• 光学通信を用いて装置を遠隔操作 
• 簡単な高圧電極の極性反転 
• 簡単な取り扱いと屋外用途のための IP54規格準拠

の保護ケース 
• 単発またはコンスタント放電エネルギー(最大17J)

での連続放電で数キログラムまでの試料をテスト

可能 
• 放電感度への温度による影響の評価も可能 
• 安全かつ単純な操作 
 
下記試験標準に準拠した設計 
・ STANAG 4235, STANAG 4239, STANAG 4490 
・ AECTP-500,AECTP-250 
・ MIL-STD-331B 
・ MIL-STD-1576 
・ MIL-STD-1751A 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
 

BAＭ摩擦感度測定装置 FSKH 10 

 

エネルギー物質の摩擦感度を 0.1～360N と、広範囲の摩擦過重で BAM プロシージャに則って測定できる 

設計になっています。 

デジタル制御によるステップモーターによる、精密な移動制御。 

２本のローディングアラームが利用可能 ― 装置１つで、摩擦過重 5N 以下の高感度爆薬から、360N の低 

感度爆薬のテストが可能です。 
 

 

用途 
硬質な表面での爆発物の摩擦は、爆発事故の有力な原

因の一つです。したがって摩擦感度の評価は、新規爆

薬の性能評価や製剤設計の変更、製造条件の決定だけ

でなく、不純物混入や時間経過による影響の評価に必

要とされます。製造工程後の製品の品質管理や運用中

爆発物の監視や運搬/分類保管にも役立ちます。 
 
特長 
• 総ステンレス製(摩擦装置、錘、テーブルフレーム)
• 独自の荷重アーム総交換システム 
• ６ポジション荷重アームと９個の錘の標準セッ

トで、５～３６０N の荷重を実現 
• デジタルコントロールステップモーターにより

磁器プレートの精密な移動と制御が可能 
• 保護シールド付 
• カラータッチパネルによる簡単操作 
• 導電性作業台 
• 多種多様のアクセサリ 
• 低価格 
 
 

下記試験標準に準拠した設計 
・ UN Recommendation on the Transport of 
Dangerous Goods (国際連合危険物輸送勧告) 
・ EN13631-3:2004 Explosives for civil uses – High 
Explosives – Part3:Determination of sensitiveness 
to friction  of explosives (民生用爆発物-爆燃爆薬 

-Part3:爆発物の摩擦感度の評価) 
・ STANAG 4487 
・ European Commission Directive 92/69/EEC,  
method A14:Explosive properties 
 
 

 

 
 
 



 

 

改良型 BAM 落槌感度試験機 BFH 12 

 
精度には細心の注意を払い(低摩擦真鍮製の錘落下溝・校正済み錘と、ステンレス鋼のガイドと校正済み錘)、 
安全(遠隔操作、電気シールド防護容器)で快適な操作(遠隔式リリーシングデバイス、錘交換ウィンドウ)が可能。 
エネルギー物質の落槌感度の評価を BAM プロシージャに則って測定できるよう設計されています。 
 
用途 
落槌感度は、エネルギー物質の運用や製造・運搬過程

における安全性を決定づける重要な特性値の一つで

す。この値の評価は、新規爆薬の性能評価や製剤設計

の変更、製造条件の決定、もしくは不純物混入や時間

経過による影響の評価に必要とされます。製造工程後

の製品の品質管理や運用中の爆発物の監視や運搬/分類

保管にも役立ちます。 
 
特長 

• 独自式落下錘交換ウィンドウ 
• 標準パーツ付き防護ボックス 
• ０．５～１００Ｊの広範囲衝撃エネルギー設定 
• 落下高度最大１ｍ 
• ０．５kg～１０kg の錘セット 
• 摩擦低減のため真鍮製落下溝 
• 遠隔操作による電磁式または圧縮空気式リリーシ

ングデバイス 
• 衝撃刺激テストのためのスチール摩擦版 
• 多種多様のアクセサリ 
• お求めやすいお値段 
 
下記試験標準に準拠した設計 
・ UN Recommendation on the Transport of 
Dangerous Goods(国際連合危険物輸送勧告) 
・ EN13631-4:2002 Explosives for civil uses – High 
Explosives – Part4:Determination of sensitiveness to 
impact of explosives (民生用爆発物-爆燃爆薬-Part3:
爆発物の衝撃感度の評価) 
・ STANAG 4489 : Explosives, ImpactSensitivity 
Tests 
・ European Commission Directive 92/69/EEC, 
method A14:Explosive properties 
 
その他利用可能バージョン：スタンダード BAM フォ

ールハンマーBFH-10,  
自動 BAM フォールハンマー BFH-12A, 最大落下長

200 ㎝拡張型 BAM フォールハンマー, 
小型 BAM フォールハンマーBFH-PEx 
 
 



 
    

差動熱分析装置   

 
商業用アナライザに損傷を与える可能性がある爆発性 

材料の差動熱分析用に特別にデザインされた熱安定度 

試験装置です。 

自動爆発温度テスタ 

 
一定加熱速度あるいは等温モードでの爆発までの 
時間における爆発(点火)温度の確定用にデザイン 
されています。 

 
用途 
DTA 552-Ex は、爆発により標準の商用分析装置に損傷 

を与える可能性のあるエネルギー物質の、熱安定度、 

純度、互換性および分解パラメータを評価するために 

特別に開発されました。 

工法としての DTA は、爆発物質の熱安定度、その純度 

（溶融点、凝固点）、互換性、熱分解パラメータの評価 

のために活用されています。 

製造爆発物の品質管理、新規爆発物の特性・適性の確 

認、市中の爆発物の調査、研究開発、その他多くの試験 

プログラムなどに使用されています。お客様の定義に 

基づいた、より大きい、あるいはより高圧の DTA モデル 

の製作も可能です。 

 
特長 
・数百ミリグラムまでの爆発物の爆発に対する耐久 
 性を持つ頑丈設計。 
・高感度、各サンプルごとに熱電対が直接接続。 
・精密で高精度。 
・豊富なアクセサリ。 
・ユーザー本位のソフトウエア、データ収集、分析、 
 アーカイブ。 
・投資と運営コストが低い。 
  

 
 

 

用途 
爆発(点火)温度は、爆発サンプルが一定レートで加熱 
されて爆発(爆燃、点火)する時の温度として定義され 
ます。AET 402 はまた、time-to-explosion の決定にも 

使われます。それは、与えられた定温におけるサンプル 

の点火に必要な時間として定義されます。 

本テスタは、温度コントローラと加熱ブロックから構成 

されます。 

 
 
特長 
・同時に 5 点までの測定が出来る。 
・1 個の爆発センサの使用で、爆発温度を自動的に 
 確定。 
・全実験の観察や爆発温度の手書き記録が不要に 
 なり、オペレータの時間を節約できる。 
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エネルギー物質用 高圧カロリメーター BCA 500 

 
 
BCA500 は広範囲の有機・無機物質の燃焼熱および全エ

ネルギー物質の爆発熱の評価用に設計された燃焼機能付

き等周温熱量測定システムです。尚本システムは爆轟型

爆発物質の試験用にはデザインされていません。 
 
デバイスの精度とパフォーマンスは高度な品質管理シス

テムや研究開発用途に耐えるものです。コンパクトデザ

イン、直感的 LCD インターフェースのフルオートオペ

レーションは作業者のストレスを軽減し、実験環境に要

求される条件を軽減します。 
 
気体管理ステーションとともに組み込まれた圧力容器は

実行可能なテスト条件の範囲を広げます。測定は真空、

及び大気圧から最大５MPa までの酸素,空気,不活性ガス

の環境下で実施できます。 
最大２００MPa までの高圧に耐え内部容積の小さいボ

ンベは、気体内での測定において、結果に大きな影響を

与えることなく優れた測定オプションをもたらします。

高圧力は特定のエネルギー物質の分解に必要とされてい

ます。 

特長 
BCA500 固有の長所は、実験室などが本質的に要求して 
いるものに主眼を置いたものです。 
・ ０．００００１K の極上分解能サーモメーター 
・ 1 つのユニットに必要な全システムが組み込まれてお

り、設置に必要なテーブルエリアは最小限に抑えられ

ます 
・ プロセス水用の 2つのタンクは計測中の水の条件設定

を実現し、サイクル時間を最小化します 
・ 冷却機能を含めた先端のプロセス水管理による正確

な条件設定実現とシグナル制御による蒸発により失

われた水の補充 
・ 作業者に特別な訓練を必要としない簡単操作のデバ

イス 
・ プロセス水の給水・排出・条件設定を完全自動制御、

自動データ取得・解析・管理 
 
 

 

 



 

爆轟カロリメータ DCA 5 

 
 

用途 
OZM リサーチ社は大規模熱量測定用試験装置を開発い

たしました。これまで酸素燃焼/爆発/爆轟熱の計測は容

易ではありませんでした。もしお客様がロケット推進剤

およびロケット燃料の燃焼熱や、デトネーション爆薬・

工業用エマルションの熱量を測定したいのでしたら

DCA5 を第一にご検討されることをお勧めします。５~
１５L 容量と最大５０ｇまでの試料に対応した試験容器

は研究や品質管理の質向上に貢献します。 
DCA5 は高精度サーモメーターを装着した等周温性熱量

測定用水槽による多層構造をしており、この等周温シス

テムを流れる熱を最上分解能と高精度補正でとらえるこ

とにより実験誤差は０．１%台に抑えられます。 
 
MMI インターフェースにより、爆燃・亜音速爆燃の圧

力－時間測定の同時測定システムも統合されています。

 
たゆまず励んできた開発と、あらゆる現場で稼働し積み

重ねてきた経験により、どんな実験条件への要求にも応

じることができます。寒冷・高温地域の限られた温度管

理能力下での利用も、もはや不安ではなくなりました。

 
 

特長 
・  0.00001K のごくじょうちょうこう超高分解能サーモ

  メータ  
・ ２MHz サンプリングレートによる圧力の時間変化測

定機能付き 
・ 多目的設計の試験容器によりあらゆる期待条件下（真

空、空気、窒素、アルゴン、酸素 etc）で、最大３MPa
までの測定が可能 

・ 内設の完全自動制御システムで、各ユニット内の水を

管理 
・ PCベースインターフェースによるマルチコアPLCコ

ントローリングとLCDタッチスクリーンMMIにより

全行程の自動化を実現 
 

  



 

試 験 用 圧 力 容 器 

 
研究開発、品質管理、可燃性物質やエネルギー物質、爆発物の危険性評価 

 
圧力-時間測定試験や酸化性液体試験装置－国際連合危険物輸送勧告 や規則 (EU)に準拠した試験方法による

危険性評価 

 
用途 
圧力の時間変化測定や酸化性液体を扱う装置の試験は、密閉

容器内の液体の発火から爆燃への転移プロセスの解明に貢

献し、また液体の燃焼率や燃焼強度の上昇可能性の調査は爆

発性物質の危険性評価のために重要とされています。 
TPT シリーズ機器は可燃性物質の燃焼プロセスや酸化特性

と発火から爆燃への転移可能性の研究に利用できます。 
得られたデータ（最大圧力、昇圧時間、燃焼率 etc）はエネ

ルギー物質、花火用火薬、酸化性個体・液体の危険度分類に

寄与します。 
 
 

特長 
・ あらゆる試験が可能な圧力容器、全ての規定化された試験

手順へのアダプタセットを用意 

・ 腐食耐性の圧力容器部品 

・ より扱いやすく – 両利き手対応スタンド、トランスデューサ接

続コネクタ 

・ 急な上昇圧力の正確かつ安全な測定 

・ ワンボックスデザイン – 迅速なデータ取得、トランスデュー

サ調整機、点火電流装置、USB アウトプット 

・ 簡単な操作とデータ加工 – 制御・測定・キャリブレーション・

データ解析用スイッチ 

・ スターティングキット付– 組立・掃除のための備品とツール 

 
下記試験基準の要請に適合するようデザインされています。

・ UN Recommendation on the Transport of Dangerous 

Goods, Manual of Tests and Criteria  

国際連合危険物輸送勧告 ‐試験方法及び判定基準のマニュ

アル 

―Test1（c）（1）,Test2（c）（1）,TestC.1:圧力-時間試験、

TestO.2:酸化性液体試験） 
・ EuropeanCommissionDerective2004/73/EC – the 

classification, packing and labeling of dangerous 
substances, methodA.21:Oxidizing properties 
(Liquids) 
指令(EU) 2004/73/EC－危険な物質の分類、包装及び表

示, メソッド A.21:酸化特性(液体) 

・ UN Recommendation on the Transport of Dangerous 
Goods – HSL Flash Composition Test 
国際連合危険物輸送勧告 ‐HSL 式閃光組成物試験 

・ Power source for UN Recommendation on the Transport 

of Dangerous Goods – Test0.1:Test for oxidizing solids 

国際連合危険物輸送勧告 ‐Test0.1:酸化性固体試験 に準

拠した電源 
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ストヤン容器 SV-2 
密閉容器における固体ロケット推進剤の燃焼率測定のための先進的装置 

 

＊この測定法の原理は、ダブルベースロケット推進剤の燃焼時の挙動分析のための、最新コンピュータ式・砲内弾道

学的プロシージャに基づくものです。 

＊一回の噴射で、全圧力レンジでの燃焼率をプロットできます（小型ロケットを模したサンプルによる）。 

＊当社独自の簡単操作システムにより、従来の複雑なストランドバーナー装置と入れ替えることができます。 

 
用途 
固体ロケット推進剤の燃焼率評価実験はたいていストランドバーナーか

小型スケールのロケットモーターの一定気圧下の噴射で行われてきまし

た。ストランドバーナーでは、必要とされる全圧力域でのデータを得るた

め、複雑で高価な装置の下、10 回ほどの噴射を必要としてきました。新

しく開発されたストヤン容器は、たった１回の噴射で燃焼率の圧力依存性

を最先端の数学的プロシージャで計算できる、より安全かつ簡単操作の装

置です。 
数学的プロシージャからはストランドバーナーや小型ロケットモーター

による複数回の噴射実験からの結果と非常に高相関度のデータが得られ

ることが実証されています。 

 

特長 
・ 研究開発、試験段階における新

規・改良型ロケット推進剤製造

のための迅速な燃焼率評価 
 

 
ストヤン容器を用いて測定された圧力 p－時間ｔ 

のプロット 

ストヤン容器の実験データから計算された 
燃焼率 u[m/s]－圧力 p[MPa]依存性グラフ 

 
燃焼率 － 圧力カーブのストヤン容器から 
得られたデータ（実線）と小型試験用ロケット

モーターから得られたデータ（点）の比較 

 
ＳＶ－２とＴＲ３５に関し、サンプル試験の準備と試験条件構築のためのあらゆる装置とプログラムをご提供します

(液圧プレス、加圧装置、鋳造用モールド、カッティングマシン、カッティングツール、温度・気候チャンバーetc)。 
 

 



 
 

安定度試験用 加 熱 装 置 

 

用途 
エネルギー物質（主に推進剤）の化学的安定度の確定用

の伝統的な試験方法は、段階温度に於けるサンプルの加

熱およびそれによる反応分解生成物（NOX）の検出に基

盤を置いています。 

この検出は、上記サンプルの色ガスの視認（65.5℃, Sur-

veillance Test, Heat Strage Test at 100℃）、試験紙の色変

化（Abel Test, Methl Violet Test）、水中に抽出されたガス

の酸性度の滴定(Bergman-Junk Test) 或いは重量損失の

確定(HollandTest,ThomasTest) などによります。 

段階温度の加熱は、推進剤の人工的なエイジングにも使

われます（STANAG 4117, AOP-48）。 

 

この温度試験装置は、温度コントローラと異なる試験用

に、適当なサイズのテスト管用の 4-45 個のホールをそ

れぞれに備えた加熱ブロックから構成されます。 

 

標準モデルの加熱ブロックは、決まった数のホール付で

出荷されますが、ご要望により、異なるホールサイズ、

ホール数の特注モデルも可能です。 

 

 

特長 
・高精度の温度コントロール。 

・高安全性（安全温度超過に対するスイッチ付きの、 

 独立したリミットコントローラ）。 

・ステンレススチール製の頑丈設計と長期信頼性。 

 

 

標準加熱ブロック一覧 
・Abel Test       ABEL 10 

・Bergmann-Junk Test BEJU 8/BEJU 10/BEJU 18 

・Heating Block for Accelerated Aging  HBA-40 

・Heat Strage Test at 100℃  CH 100 

・Holland Test (Dutch Test) 

・Methyl Violet Test MV26 

・Thomas Test 

・65.5℃ Surveillance Test 

・その他ご希望による 

 

これらの装置は、詳細な温度試験に対する関連標準に 

対応しており、お客様のご希望、デザイン変更による 

改造も可能です。 

 

 

 

 



 
 
 

遠隔 CNC 機械加工システム 

 
 爆発物・ロケット推進剤実装弾用 CNC 完成システム XSM-01 

CNC 工作機 XSM－01 は、多くの新開発または既成の新・

既設爆発物や武器のリサーチや開発、品質管理や監視プ

ログラムに必須のシステムになるべく開発されました。 

しかしながら、実弾からの爆発物質のサンプリングや、 

力学／感度／パフォーマンステストのための小規模な 

サンプルの準備手順は誤爆発という生来的な危険性を 

はらんだ非常に危険な作業です。 

したがって、これらの操作は遠隔的に行われ、周囲に 

安全対策を施して行う必要があります。 

 

 

用途 
OZM リサーチ社はロケット推進剤やロケットの４軸にあ

るような爆発物のカット、加工、ドリリングの遠隔操作

ための、CNC 水平/鉛直マルチスピンドル機械加工ユニッ

トを開発・提供します。 

これらの技術は専ら、以下の用途に利用されます 
・ 大型ロケットの推進剤のカッティングは、人口的劣

化／プロパティーテストが可能なまでに小ブロッ

クにします 
・ ロケット推進剤の機械加工では化学定性テスト（各

チップサイズでの、表層と内部の絶縁性テストな

ど）のための検体を採取できます。 
・ 可塑剤移行用スポット登録後の、自動ドリリングに

よるロケット推進剤の精密サンプリング。 
・ 力学／感度／パフォーマンステスト(ギャップ・スパ

ークテスト)のためのブロック状推進剤の、「ドッグ

ボーン」やその他特殊形状への機械加工。 
・ 武器の解体分解過程での部品の機械加工。 
 

 
特長 
・ CNC ユニット XSM-01 は、操作初期における部品

を動かしたときの摩擦や、電気的物理的スパークや

熱表面などのすべての危険なシチュエーションを

配慮して開発されました。 
・ すべての電気部品は適切に保護され、摩擦発生箇所

や火花を発生する金属の動的接触は最小減に抑え

られ、爆発性粉塵は定期的に排除されます、機器の

温度や操作はカメラにより常に監視されています。

その他発火検出器と消化機付き。 
・ システムは技術コンテナとコントロールルームの

サポートの下、爆発耐性バンカー内に配置されま

す。補助的施設、建物はモバイルコンテナに配置さ

れます。 
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ムは気体爆薬

iakowsky-Wi

述に Cowan-Fi

衡組成や、爆

び CJ 理論にお

析をも可能に

ピー膨張過程

es-Wilkins-

ィング法を用

爆轟エネルギ

定積下での燃

理想気体もし

気体のビリア

 

フトウェアは

行できます。 

と思います。 

ア  EX

ギー物質の合

す。 

轟特性の計算

は自由エネルギ

薬の爆轟の状態

illson(BKW)状

ickett’s 方

爆轟火薬の衝撃

おける爆轟特

にすべく設計さ

程での体積―圧

-Lee(JWL)モデ

用いています。

ギーの計算が可

燃焼パフォーマ

しくはビリアル

アル係数は分子

、MuhamadSu

計算の終了し

データもリアル

計算結果は自

マイクロソフト

可能です。 

 

XPLO 5

合成、製薬、数

は化学平衡や

ギー最小化法

態記述に

状態方程式を

方程式を用いて

撃派断熱過程

特性に加え、等

されています

圧力プロット

デルを基にし

。これにより

可能となりま

マンスを算出

ルの状態方程

子間ポテンシ

uceska 博士に

したデータと一緒

ルタイムに表示さ

自動的に XLS フ

ト Excel によるデ

5 

数値モデル化

や定常状態モ

法を用いて計

を、個体爆薬

ています。

程での熱力学

等エントロピ

す。 

トへの曲線あ

した、非線形

り科学的業務

ます。 

出するため、

程式を利用し

シャル式から

により開発さ

緒に、現在計算中

されます。 

ォーマットで保存

データの評価や加

 

化に 

モデル

算さ

の爆

パラ

ピー膨

ては

カー

の遂

プロ

てい

計算

れま

の 

 
存され、 

工が 
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にお

当シ

が１

速の

DF
性変

して

実際

PRE
ンド

るよ

 
 
 
 
 
爆轟

 
 
 

圧

ポータ

途 
EWAQ 測定

た圧力波特性

けでなく、閉所

おいても利用

システムの D
０μs のオー

の爆発の特性

モディフィケ

変化が１０m
ております。

際の現場 (タ
EWAQ は多

ドやホルダー

ようです。 

轟チャンバー内

圧力波

タブルかつ

システムは、

性も計測でき

所（例:エクス

用できるよう

DT モディフ

ーダーで起こ

性計測を目的

ケーションは

ms のオーダー

 

イプ、スピー

多くのセンサ

ーとともに組

内の圧力と熱流

の解析

独自開発の

つ簡単操作設

爆

、どんなタイ

ます。この万

スプロージョ

設計されてい

ィケーショ

こる爆轟メカ

としたもの

は、爆燃メカ

ーで起こる爆

ード、限界測

サーとケーブ

組み込まれ利

流束を測定す

析と定

の各種爆発

設計で、お

爆轟性、爆燃

イプの爆発か

万能ツールは

ョンチャンバ

います。 

ンとは、特性

カニズムによ

です。 

カニズムによ

爆発の計測を

測定値測定)
ルに繋がれ

用されるこ

するための装置

 

量測定

発特性の測定

お客様のあ

燃性両爆発

 

から生

は屋外

バー内）

性変化

よる高

より特

を意図

では、

、スタ

ともあ

置 

特
・

・

・

・

・
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定シス

定用システ

らゆる個別

発の計測に

長 
ユーザーの

系統を用意

圧力、温度

同時測定

測定と結果

テム 
標準測定レ

２０Ms/s
スプレッド

ットのデー

装置操作の

ウェアとデ

轟チャンバー

ステム 

テムです。 

別の要求に

。 

のニーズに応

意 
度(放射熱)、

果データの保

レートは１チ

ドシートやデ

ータをグラフ

のためのユー

データ保存・

(KV-250)の圧

PREWA

お応えしま

応じ、４つま

爆轟速度、

保存・解析を

チャンネルあ

データベース

フィカルに表

ーザーフレン

解析 

圧力と同軸熱電

AQ 

ます。 

または８つの

必要により

を目的とした

あたり３Ms

スの標準フォ

表示 
ンドリーなソ

電対の反応記

 

の入力

光を

たシス
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フト

 
記録 

 


